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　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,424 人 ( 前 月 比 ▲ 55) 男 39,966 人　 女 40,458 人　29,186 世 帯 10 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 11 月６日～ 16日
　 地デジ相談会を開催します　　　　　　　　　  P11

● 平成 23年度
　 保育所（園）の新入児受付開始　　　　　　　  P17

● 平成 21年度決算
　 市の財政は健全な状況です　　　　　　　　　　P2

● 石岡市のお財布は　　　　　　　　　　　　　　P4

● 石岡のおまつり　　　　　　　　　　　　　　　P6

　東田中にある沖中不動院は、天台宗の
寺院で、本尊は不動明王です。嵐にあっ
た慈覚大師が不動明王のご加護で命を救
われたため、お堂を建立して木像を安置
したと伝えられています。
　今年 9月 26 日には、新しくなった
お堂の落慶法要が行われました。
　

沖中不動院

（東田中）

いしおか



　

市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早
期

健
全
化
基
準
を
11
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
下

回
る
13
・
３
％（
20
年
度
は
14
・
１
％
）

実
質
公
債
費
比
率
は

　

13
・
３
％
で
基
準
超
え
ず

● 

問
い
合
わ
せ

　

　

 

財
政
課

    

☎
２
３
・
１
１
１
１

       （
内
線
２
３
４
）

　

四
つ
の
指
標
に
は
、
健
全
化
を
判

断
す
る
二
つ
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
市
は
財

政
再
生
計
画
の
策
定
と
公
表
だ
け
で

な
く
、
借
り
入
れ
の
制
限
や
総
務
大

臣
か
ら
予
算
変
更
な
ど
の
勧
告
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
石
岡
市
と
一
部
事
務
組
合
の
借
り

入
れ
や
債
務
負
担
な
ど
の
総
額
は
約

５
６
５
億
３
０
０
０
万
円
。
う
ち
約

２
８
９
億
４
０
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
の
他
基
金
や
特
定
財

源
を
除
い
た
金
額
を
、
市
の
一
般
的

な
財
源
で
割
り
返
し
た
結
果
、
市

の
将
来
負
担
比
率
は
１
０
３
・
３
％

（
20
年
度
は
１
１
６
・
８
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
市
が
将
来
負

平
成
21
年
度
決
算

平
成
平
成2121

年
度
決
算

年
度
決
算

市
の
財
政
は
健
全
な

状
況
で
す

市
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の
お
知
ら
せ

健全化判断比率 石岡市 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 －（赤字なし）
（参考値△ 5.67）    12.61 20

連結実質赤字比率 －（赤字なし）
（参考値△ 8.92）    17.61 40

実質公債費比率 　     13.3     25 35
将来負担比率        103.3   350

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がないため「－」
と表示し、参考値として黒字の程度（比率）を△で示しています。

平成21年度決算に基づく 市の健全化判断比率

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
、
平
成
20
年
度
に
引
き
続

き
、
と
も
に
赤
字
額
が
な
か
っ
た
た

め
、
比
率
は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
計
算
上
算
定
さ
れ
る
黒

字
の
程
度
（
マ
イ
ナ
ス
値
で
表
示
）

は
、
実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス

５
・
67
％
（
20
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
３
・

78
％
）、
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
マ

イ
ナ
ス
８
・
92
％
（
20
年
度
は
マ
イ

ナ
ス
６
・
43
％
）
で
し
た
。

で
し
た
。
言
い
換
え
る
と
「
市
の
一

般
的
な
財
源
の
う
ち
13
・
３
％
を
借

り
入
れ
の
返
済
に
充
て
た
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

42
億
４
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
23
億
５
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
の
充
当
額
は
約
18
億
９
０
０
０
万

円
で
し
た
。
借
り
入
れ
の
返
済
に
充

て
た
一
般
財
源
が
20
年
度
よ
り
も
約

１
億
４
０
０
０
万
円
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
数
値
的
に
は
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
た
実
質
公
債
費
比
率
で

す
が
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
・
市
道
整
備
な

ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債

費
の
よ
う
な
継
続
的
に
支
出
を
必

要
と
す
る
経
費
が
一
般
財
源
の
90
・

８
％
と
い
う
高
い
割
合
を
占
め
て
い

る
現
在
、
今
回
の
比
率
は
楽
観
で
き

る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
努

力
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
市
は
財
政
状

況
を
四
つ
の
指
標
で
表
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

　

平
成
21
年
度
決
算
に
も
と
づ
く

石
岡
市
の
指
標
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
い
ず
れ
も
健
全
な
状
況
を

示
す
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

借
り
入
れ
等
の
将
来
負
担
は

　
　
　

一
般
財
源
の
約
１
年
分

二
つ
の
赤
字
比
率
は
「
な
し
」

グラフから見た市の財政健全度平成21年度決算

★ 印は、市の現況

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。

■ 財政再生基準

■ 早期健全化基準

凡例
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今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
等
を
算

定
し
た
結
果
、
石
岡
市
の
財
政
状
況

は
、「
健
全
段
階
」
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
と
す
る
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る
財
政

の
健
全
化
へ
向
け
て
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
の
残

高
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を
行
う

の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に

は
、「
長
く
使
用
で
き
る
施
設
の
整

備
費
用
は
、
次
の
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
い
、
世
代
間
の
公
平
性
を
確

保
し
よ
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
が
、
整
備
費
用
を
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

　

健
全
化
判
断
比
率
と
と
も
に
算
定

し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に
係
る
資

金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比

率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資
金

不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 －（なし） 20

簡易水道事業 －（なし） 20

下水道事業 －（なし） 20

農業集落排水事業 －（なし） 20

市公営企業に係る資金不足比率
（単位：％）

平成21年度決算

担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な

ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源

の
約
１
・
03
年
分
に
当
た
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
比
率
が
20
年

度
と
比
較
し
て
13
・
５
％
減
少
し
た

主
な
要
因
は
、
21
年
度
に
借
り
入
れ

の
一
部
を
繰
り
上
げ
て
返
済
し
た
こ

と
で
借
入
金
の
残
高
が
減
少
し
た
こ

と
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

が
、当
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
各
事
業
は
い
ず
れ
も
黒
字
で
、

資
金
不
足
が
な
か
っ
た
た
め
、
算
定

結
果
は
表
の
と
お
り
「
な
し
」
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

●健全化判断比率
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率、将来負担比率の総
称で、異なった範囲の会計を対象に
算定します。

●実質赤字比率
　市の標

※１
準財政規模に占める普

※２
通会

計の赤字額の割合を示します。なお、
普通会計が赤字でない場合、この実
質赤字比率は「なし」となります。
※1 標準財政規模……標準的な状態
で収入が見込まれる一般財源（市税
や普通交付税など使途が特定されな
い財源と、財源不足を補てんするた
め特例的に認められる地方債の発行
可能額の合計）です。
※2 普通会計……各地方自治体の会
計の範囲を統一し、統計上の整理、
比較を容易にするために総務省が定
めた会計区分。
　21 年度の当市の場合、一般会計
と授産所・霊園事業の各特別会計を
合わせたものになります。　

●連結実質赤字比率
　市の標準財政規模に占める全会計
の赤字額の割合を示します。赤字額
の考え方と、会計が赤字でない場合
に比率が「なし」となるのは、実質
赤字比率と同様です。

●実質公債費比率
　市の標準財政規模に占める、石岡
市と当市が加入する一部事務組合・
広域連合（霞台厚生施設組合や新治
地方広域事務組合など）が起こした
借り入れの返済額の割合を示し、過
去３か年の平均値をその年度の比率
とすることになっています。

●将来負担比率
　市の標準財政規模に占める、普通
会計が将来的に負担すると見込まれ
る、石岡市、一部事務組合・広域連
合、第三セクター等（石岡市産業文
化事業団や石岡市開発公社など）の
借り入れ、債務負担などの割合を示
します。これは「市が将来負担する
と見込まれる借り入れなどの総額
は、市の一般的な財源の何年分に当
たるか」というもので、比率が 100
であれば 1年分、150 であれば 1.5
年分と言えます。

用語の説明
資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

          

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　市は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、
健全化判断比率・資金不足比率を算定しました。これは、地方
財政の早期健全化と分かりやすい財政状況の情報開示などのた
めの比率です。平成21年度決算に基づく各比率の内容をお知
らせします。
＊文中、平易な表現とするため、説明を簡略化した表記があり
ます。

　３　 広報いしおか　№１２２



　

市
の
財
政
は
、
金
額
も
大
き

く
、
専
門
用
語
が
多
い
た
め
、

分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
の
石

岡
市
一
般
会
計
決
算
の
１
億
円

を
家
計
簿
の
１
万
円
に
置
き
換

え
、
市
の
財
布
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前

（
平
成
11
年
度
決
算
）
の
状
況

と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

収入
給料（市税） 102万円

（±0）

パート（使用料・負担金など） 16万円
（Δ 2）

親からの仕送り
（地方交付税・消費税交付金など）

75万円
（Δ 23）

親からの援助
（国庫支出金・県支出金）

67万円
（＋ 26）

ローン借り入れ（市債） 34万円
（Δ 2）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

0万円
（Δ 8）

前年度からの繰越（繰越金） 9万円
（Δ 8）

合　計 303万円
（Δ 17）

　
自
分
で
稼
げ
る
収
入
が
４
割
程

度
で
、
親
に
頼
っ
て
い
る
様
子
が

分
か
り
ま
す
。
10
年
前
と
比
べ
る

と
給
料
は
変
わ
ら
ず
親
か
ら
の
援

助
が
大
き
く
増
え
ま
し
た
が
、
親

か
ら
の
仕
送
り
が
減
っ
た
の
で
、

家
計
は
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
年
前
と
比
べ
て
、
医
療
費
や

子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が
大
き
く
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
の

増
改
築
・
家
電
の
購
入
を
控
え
た

り
、
自
治
会
費
や
貯
金
す
る
お
金

を
少
な
く
す
る
な
ど
し
て
赤
字
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
貯
金
は
、
不
足
す
る
収
入
に
充

て
る
な
ど
し
た
た
め
、
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。
ロ
ー
ン
残
高
は
、
10

年
前
と
比
べ
る
と
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
親
か
ら
の
仕
送
り

の
一
部
が
ロ
ー
ン
借
り
入
れ
に
変

わ
っ
た
た
め
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

財
政
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
４
）

食費（人件費） 58万円
（Δ 2）

生活費（物件費） 33万円
（Δ 3）

医療費・養育費（扶助費） 42万円
（＋ 16）

家の補修代（維持補修費） ２万円
（Δ１）

ローンの返済（公債費） 32万円
（＋ 2）

自治会費など（補助費など） 40万円
（＋ 4）

家の増改築・家電の購入
（普通建設事業費など）

43万円
（Δ 39）

貯金（積立金・貸付金など） 6万円
（Δ 8）

子どもへの仕送り
（国保・介護・下水道などへの繰出金）

36万円
（＋ 16）

合　計 292万円
（Δ 15）

支出

貯金残高（基金残高） 48万円
（Δ 11）

ローン残高（市債残高） 274万円
（＋ 25）

貯金とローン残高

石岡市の
お財布は

平成 21年度石岡市一般会計決算

収
入

支
出

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高

10
年
前
と

比
べ
る
と

石岡市の

※ （　）内は平成 11 年度との比較です。△はマイナ
スを表します。平成 11 年度の額は、旧石岡市と旧八
郷町それぞれの決算額の合計です。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
また、基金からは、定額運用基金を除いています。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
く
る
た
め
、
例
年
、
火
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
に
よ
る
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
全
国
統
一
標
語
『「
消
し
た
か
な
」
あ
な

た
を
守
る
合
言
葉
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

●
住
宅
防
火
対
策

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

●
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
徹
底

●
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防
運

動
を
行
な
い
ま
す

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
６
〜
７
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原

因
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
新

築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
の
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義

務
化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販
売

な
ど
不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
ら
れ

ま
す
。
消
防
署
で
は
一
切
の
販
売
や

斡あ
っ
せ
ん旋

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署 

☎
２
３
・
０
１
１
９　

八
郷
消
防
署 

☎
４
３
・
６
４
９
１

﹁
消
し
た
か
な
﹂
あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

11
月
９
日
〜
15
日　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
四
つ
の
対
策
】

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

　

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ポイント

４
ポイント

５
ポイント

６
ポイント

７

火
災
か
ら
命
を
守
ろ
う

「
避
難
準
備
情
報
」
と
は

　

大
雨
で
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
事

前
の
避
難
準
備
を
呼
び
掛
け
る
た
め

市
が
出
し
ま
す
。

　

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物
を

用
意
し
、
安
全
な
う
ち
に
避
難
で
き

る
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な

ど
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
こ

の
段
階
で
近
く
の
避
難
所
に
避
難
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
を
呼
び
か
け
る
用
語

「
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
」

住
宅
用
火
災
警
報
器

【
三
つ
の
習
慣
】

　

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

ポイント

１
ポイント

２
ポイント

３

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１　

　
　
　
　
（
内
線
２
５
５
）

購入の目安
（NSマーク）

天井取付式

壁
取
付
式

住宅防火 いのちを守る 七つのポイント

石
岡
市
地
域
防
災
訓
練
を
開
催

11
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

　

石
岡
市
地
域
防
災
訓
練
を
市
内
２
か
所
で
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、地
区
住
民
の
避
難
訓
練
、避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
高
浜
会
場
（
高
浜
小
学
校
周
辺
）

●
大
増
会
場
（
大
増
多
目
的
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

　

会
場
周
辺
で
は
、
午
前
８
時
か
ら
消
防
車
両
の
サ
イ
レ
ン
や
県

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
な
ど
の
騒
音
で
、
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
理
解
の
う
え
協
力
願
い
ま
す
。

防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
①

　５　 広報いしおか　№１２２

「
避
難
勧
告
」
と
は　

　

災
害
発
生
の
危
険
性
が
さ
ら
に
高

ま
る
と
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
「
避

難
勧
告
」
を
市
が
出
し
ま
す
。

「
避
難
指
示
」
と
は　

　

最
も
危
険
性
が
高
ま
る
と
「
避
難

指
示
」
を
市
が
出
し
ま
す
。

　

最
低
限
必
要
な
物
を
持
ち
、
近
所

と
声
を
掛
け
合
い
、
集
団
で
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
避
難
ル
ー
ト
が
浸
水
や

水
の
流
れ
な
ど
に
よ
り
危
険
な
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
安
全
に
避
難
で

き
る
複
数
の
経
路
を
日
頃
か
ら
考
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。


